
地域の生活に密着した安全・安心の確保に係る取組の事例地域の生活に密着した安全・安心の確保に係る取組の事例

地域が抱える課題を国が研究開発の面で支援する必要性

○地域の安全・安心の確保に向けて、○地域の安全・安心の確保に向けて、科学技術の活用が有効なもの科学技術の活用が有効なものについての取組の促進が必要。についての取組の促進が必要。

○地域単独での取組が難しい課題について、○地域単独での取組が難しい課題について、ポテンシャルのある研究機関の活用促進、モデル事業として成果のポテンシャルのある研究機関の活用促進、モデル事業として成果の
実証及びその展開を促進することで、効率的な研究開発を支援実証及びその展開を促進することで、効率的な研究開発を支援。。

○研究開発の推進とともに、政策的にも反映していけるよう、○研究開発の推進とともに、政策的にも反映していけるよう、他の地域、関係府省等との連携を重視し、成果の他の地域、関係府省等との連携を重視し、成果の
社会での実装を促進。社会での実装を促進。

高齢者の増加への対応と、地域医
療・介護における人材不足の解消

課題例

人間情報の計測・モニタリングシス
テムの医療・ヘルスケアへの適用

遠隔診察遠隔診察

適時・適切な
医療・介護

孤独死の防止

取組例

異常時の通報異常時の通報

課題例

取組例

地方自治体が管理する老朽化した
橋梁・下水道等のインフラ管理

課題例

取組例

街頭犯罪への対応等、安全で安心
な暮らしの確保

自治体のニーズを踏まえた効果的
検査・診断システムの開発

管轄内の多数のインフラが
老朽化の恐れ

迅速な検査・診断

迅
速
な
検
査
・
診
断

自治体の負担の軽減
効果的な補修対策

連携

地域・警察等と連携した犯罪の抑
止等に有効な技術の開発

センサ、情報シス
テム等の活用によ
る異常の検知や危
機管理対応等
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